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桃の節句に、健やかなる成長を願う
穂高郷土資料館の押

お し え び な

絵雛
穂高有明にある穂高郷土資料館には、古い押絵雛が展示
されています。昔も今も、形が変わっても、子の成長を
願う気持ちに変わりはありません。
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【
注
】

注
1　

旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
最
新
動
向（
２
０

０
８
年
（
財
）
日
本
交
通
公
社
）

注
2　

観
光
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト（
２

０
０
８
年 

安
曇
野
市
）

注
3　

２
０
１
１
年 

経
済
効
果
の
推
計
に
伴
う

調
査

市
で
は
、豊
科
Ｉ
Ｃ
を
安
曇
野
Ｉ
Ｃ

と
す
る
名
称
変
更
伝
達
を
昨
年
12
月
に

行
い
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
保
有
す

る
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保

有
・
債
務
返
済
機
構
（
以
下
機
構
）
か

ら
１
月
24
日
、
名
称
変
更
の
決
定
通
知

を
受
け
名
称
変
更
が
決
定
し
ま
し
た
。

名
称
変
更
の
時
期
は
、
本
年
秋
か
ら
冬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
玄
関
口
が
自
治
体
名
「
安

曇
野
」に
な
る
こ
と
に
よ
り
、今
後
、利

用
者
の
利
便
性
向
上
や
、
市
の
さ
ら
な

る
一
体
感
を
つ
く
り
、
観
光
・
産
業
分

野
で
も
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

名
称
変
更
の
経
過
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続

ド
ラ
マ
「
お
ひ
さ
ま
」
の
放
映
で
、
安

曇
野
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
た
の
を
機

に
、
市
と
道
路
・
交
通
を
管
理
し
て
い

る
各
関
係
機
関
や 

市
内
の
経
済
団
体

で
構
成
す
る
「
安
曇
野
市･

豊
科
地
域

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
称
検
討
協
議

会
」
を
昨
年
5
月
30
日
に
設
立
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
協
議
を
経
た
後
、

名
称
変
更
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

機
構
か
ら
の
決
定
通
知
を
受
け
、「
豊

科
Ｉ
Ｃ
」
を
「
安
曇
野
Ｉ
Ｃ
」
に
変
更

す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

名
称
変
更
に
あ
た
っ
て
市
民
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
高
速
道
路
の
利
用
者
、

市
内
事
業
者
、
観
光
客
に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
い
ず
れ
に
お
い

て
も
、「
賛
成
」
は
全
体
の
5
割
以
上
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
賛
成
」
を
合
わ

せ
た
賛
成
意
見
は
７
割
以
上
で
し
た
。

一
方
、「
反
対
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
反
対
」
の
反
対
意
見
は
、
全
体
の
１

割
程
度
で
し
た
。（
次
ペ
ー
ジ
円
グ
ラ

フ
参
照
）

①
道
路
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

国
内
旅
行
の
主
な
交
通
手
段
は
、
自

家
用
車
利
用
が
5
割（
注
１
）
で
、
市

へ
の
観
光
に
は
8
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。（
注
2
）　

名
称
変
更
に
よ
る
経
済
効
果
に
つ

い
て
調
査
し
た
全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
（
注

3
）
で
は
安
曇
野
市
の
認
知
度
は
9
割

以
上
で
し
た
が
、「
安
曇
野
市
の
最
寄

り
の
Ｉ
Ｃ
を
知
っ
て
い
る
」
と
の
回
答

は
3
割
で
し
た
。

知
名
度
の
高
い
「
安
曇
野
」
を
用
い

る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
に
と
っ
て
分

か
り
や
す
い
Ｉ
Ｃ
名
称
と
な
り
、
利
便

性
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

②
市
民
の
一
体
感
の
醸
成

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
自

治
体
名
で
あ
る
「
安
曇
野
Ｉ
Ｃ
」
と
す

る
こ
と
で
、
合
併
後
の
市
民
の
一
体
感

の
醸
成
に
寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
。

③
経
済
効
果
は
約
10
億
４
０
０
０
万
円

市
が
民
間
の
調
査
会
社
に
依
頼
し
、

最
も
一
般
的
な
手
法
で
あ
る
産
業
連
関

分
析
に
よ
っ
て
推
計
を
行
っ
た
結
果
、

観
光
消
費
や
そ
れ
に
伴
っ
て
各
産
業
へ

波
及
す
る
効
果
等
に
よ
り
、
10
億
４
０

０
０
万
円
の
経
済
効
果
が
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。

高
速
道
路
㈱
が
管
理
し
て
い
る
案
内

標
識
や
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
等
の
変
更

費
用
、
利
用
者
へ
の
広
告
費
な
ど
約

2
億
８
０
０
万
円
は
市
が
負
担
し
ま

す
。
合
併
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
整
備
と

し
て
、
合
併
特
例
債
を
利
用
し
て
積
み

立
て
た
地
域
振
興
基
金
や
国
土
交
通
省

の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
有
効

に
活
用
し
、
市
の
一
般
財
源
の
持
ち
出

し
を
約
１
５
０
万
円
に
抑
え
ま
す
。

（
下
表
参
照
）

問
豊
科
総
合
支
所
内
監
理
課

　
（
72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

安
曇
野
Ｉ
Ｃ
は
今
秋
か
ら
冬

期
待
さ
れ
る
効
果

名
称
変
更
に
は
約
７
割
の
人

が
賛
成

変
更
に
よ
る
主
要
な
経
費
は

合
併
特
例
債
な
ど
を
活
用

安
曇
野
の
名
を
全
国
へ

「
豊
科
Ｉ
Ｃ
」
が

「
安
曇
野
Ｉ
Ｃ
」に
変
わ
り
ま
す
。

市
で
は
、
長
野
道
豊
科
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
を
安
曇
野
Ｉ
Ｃ
へ
名
称
変
更
す
る
手

続
き
を
関
係
機
関
へ
行
い
、
こ
の
度
、
正
式
決
定
し
ま
し
た
。

市
の
名
前
と
同
じ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
に
す
る
こ
と
で
、
高
速
道
路
を
利
用
す
る
皆
さ
ん

が
分
か
り
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
産
業
・
観
光
振
興
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

注目情報
1

【注目情報1】 「豊科ＩＣ」が「安曇野ＩＣ」に変わります。

●意向調査の実施状況
郵送による市民アンケートを平成 23 年 8 月に実施。

調査対象者 3,000 人の皆さんのうち 48.8%にあたる 1,464

人の皆さんから回答いただきました。この他、高速道

路利用者の対面調査（2 日間 1,352 人）、市内主要事業所

125 社へのアンケート（回答 88 社 回答率 70.4%）を行

いました。意向調査結果は市ホームページでもご覧いた

だけます。

（表）名称変更に必要な経費と財源

市民アンケート結果

設問：「豊科IC」を「安曇野IC」にすることについて

●事業総額　2億 800 万円
経費内訳 金額 割合 財源内訳 金額 割合
工事費 1 億 8,560 万円 89.3% 地域振興基金 1 億 5,150 万円 72.9%
広報費 2,090 万円 10.0% 交付金 5,500 万円 26.4%
事務費 150 万円 0.7% 一般財源 150 万円 0.7%

※変更後のイメージ

無回答  1.0％

反対  8.2％
どちらかというと
反対  7.2％

どちらかと
いうと賛成

16.7％

賛成  57.8％

どちらでもない
9.1％

更埴 JCT

岡谷 JCT

豊科 IC
⇩

安曇野 IC
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平
成
24
年
度
の
評
価
替
え
に
お
い
て

も
、
現
地
調
査
や
航
空
写
真
の
活
用
な

ど
に
よ
っ
て
、
現
況
の
土
地
の
利
用
状

況
と
利
用
目
的
、
土
地
の
大
き
さ
な
ど

の
的
確
な
把
握
を
行
う
こ
と
で
適
正
価

格
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
特
に
課
税
地

目
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
評
価
額
や

税
額
に
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
公
平
な

評
価
と
課
税
を
確
保
す
る
た
め
に
見
直

し
を
し
て
い
ま
す
。
土
地
の
利
用
状
況

の
変
化
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
評
価

替
え
に
よ
る
課
税
地
目
の
見
直
し
の
結

果
、
評
価
額
や
税
額
が
上
昇
し
て
い
る

土
地
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
指
定
さ
れ
た
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
に
係
る
宅
地
な
ど
の

評
価
に
つ
い
て
、
そ
の
土
地
に
対
す
る

影
響
を
考
慮
し
所
要
の
補
正
を
行
い
ま

す
。国

の
固
定
資
産
評
価
基
準
は
、
3
年

ご
と
に
建
築
資
材
・
物
価
等
の
動
向
を

調
査
し
、改
正
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

床
面
積
の
変
更
な
ど
の
異
動
が
な
い
限

り
、
3
年
間
は
同
じ
評
価
額
と
な
り
ま

す
。
平
成
24
年
度
の
評
価
替
え
は
、
前

年
度
の
再
建
築
価
格
（
※
1
）
に
再
建

築
費
評
点
補
正
率
（
※
2
）
を
乗
じ
て
、

再
建
築
費
評
点
数
を
求
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

●
用
語
解
説

（
※
1
）
再
建
築
価
格　

評
価
の
対
象
と
な
っ
た
家
屋
と
同
一

の
も
の
を
、
評
価
の
時
点
に
お
い
て

そ
の
場
所
に
新
築
す
る
と
し
た
場
合

に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費
で
す
。

（
※
2
）
再
建
築
費
評
点
補
正
率

基
準
年
度
の
2
年
前
の
7
月
現
在
に

お
け
る
物
価
水
準
に
よ
り
算
定
し

た
、
工
事
原
価
に
相
当
す
る
前
基
準

年
度
の
2
年
前
の
当
該
費
用
に
対
す

る
割
合
を
基
礎
と
し
て
定
め
た
も
の

で
す
。

固
定
資
産
税

平
成
24
年
度
は

固
定
資
産
の
評
価
替
え
の
年
で
す
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
の
賦
課
期
日
に
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
な
ど
の
「
固
定
資
産
」
を
所
有
し
て
い
る
人

が
、
そ
の
所
在
す
る
市
町
村
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。
固
定
資
産
の
う
ち
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、
3
年
に
一
度

の
基
準
年
度
ご
と
に
評
価
の
見
直
し
（
評
価
替
え
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
は
、評
価
替
え
の
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。

本
年
度
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
替
え
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

土
地
の
評
価
替
え

家
屋
の
評
価
替
え

課税明細書の
内容を確認してください。 注目情報

２

ご覧いただけます

縦覧帳簿と固定資産課税台帳
縦覧帳簿の縦覧

固定資産税の納税者は、自分の所有する固定資産と他
の固定資産を比較するため、土地価格等縦覧帳簿と家屋
価格等縦覧帳簿を次のとおり縦覧できます。
●期間　4 月 2 日（月）～ 5 月 1 日（火）
（閉庁日は除く）午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

●場所　豊科総合支所内資産税課家屋担当（庶務）
●縦覧できる人　平成 24 年度の市内の土地または家屋

の固定資産税の納税義務者
●持ち物　▷本人の縦覧は、本人確認ができるもの（運

転免許証など）▷代理人の縦覧の場合は、本人からの
委任状と代理人を確認できるもの（運転免許証など）

固定資産課税台帳の閲覧
　４月から平成 24 年度の課税台帳の閲覧ができます。
●開始日　4 月 2 日（月）（閉庁日を除く）
●場所　豊科総合支所内資産税課または各総合支所地域

支援課庶務係
●持ち物　▷本人の閲覧は、本人確認ができるもの（運

転免許証など）▷代理人の閲覧の場合は、本人からの
委任状と代理人を確認できるもの（運転免許証など）
▷借地借家人が該当する固定資産の課税台帳を閲覧す
る場合は、賃貸借契約書など当該資格を証明する書面

●手数料　縦覧期間中は無料。縦覧期間終了後は１通
300 円

お知らせ

納税通知書を発送します
平成 24 年度の固定資産税納税通知者は 4 月 9 日（月）

ごろに郵送する予定です。固定資産の評価額などを記載
した課税明細書を同封しますので、内容の確認をお願い
します。納期限は次のとおりです。

第 1 期　 5 月 1 日（火）
第 2 期　 7 月 31 日（火）
第 3 期　12 月 25 日（火）
第 4 期　平成 25 年 2 月 28 日（木）

固
定
資
産
の
評
価
替
え
の

お
問
い
合
わ
せ
は

豊
科
総
合
支
所
内
資
産
税
課

（
72･

３
１
１
１
㈹ 

72･

８
３
４
０
）
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平
成
24
年
度 

つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
つ
な
が
り
、
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

市
民
活
動
事
業
を
支
援
し
、
交
流
の
輪
を
広
げ
る
た
め
「
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金
」
の

平
成
24
年
度
対
象
事
業
を
募
り
ま
す
。（
補
助
金
の
上
限
を
20
万
円
に
拡
大
し
ま
し
た
）3/3 事業成果発表会

地域と共につながって

平成 23 年度のつながりひろがる地域づ
くり事業補助金活用団体の発表会が、穂高
交流学習センター・みらいで開催されまし
た。

この日は 7 団体によるステージ発表と、
22 団体による展示や試食提供等も行われ、
約 110 人の参加者はそれぞれ見学しあう
中、交流を深めていました。

ステージ発表では、地域の祭りの後継者
育成や、子育て、文化歴史、動物とのふれ
あい、野菜作り、地域おこしのための植樹
などの事業が報告され、団体のみでなく、
地域の皆さんとの深いつながりの中、開催
してきた様子などが紹介されました。

一
つ
の
医
療
機
関
ご
と
に
月
単
位
の

医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
が
下
表
の
金

額
を
こ
え
る
世
帯
の
人
。

た
だ
し
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人

で
、
国
保
被
保
険
者
に
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
世
帯
の
人
は
、
高
齢
受
給

者
証
で
所
得
区
分
が
確
認
で
き
る
た
め

不
要
で
す
。

同
一
月
内
で
あ
っ
て
も
複
数
の
医
療

機
関
で
は
医
療
機
関
ご
と
に
、
ま
た
、

同
一
の
医
療
機
関
の
内
で
も
入
院
・
外

来
、
医
科
・
歯
科
は
そ
れ
ぞ
れ
に
限
度

額
を
算
定
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
場

合
、
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
穂
市
民
課
国
保
年
金
担
当

（
82･

３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

●
補
助
対
象
団
体

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
①
市
内
に
活
動
の
拠
点
を

有
し
て
い
る
こ
と
。
②
市
民
が
5
人
以

上
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
③
団

体
の
設
立
目
的
、
組
織
、
代
表
者
な
ど

に
関
す
る
定
め
が
あ
る
こ
と
。
④
活
動

実
績
が
あ
る
こ
と
。

●
対
象
事
業

市
内
で
行
う
地
域
の
絆
を
強
め
る
事

業
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
①
自
主
的
・
主
体
的

に
取
り
組
む
市
民
活
動
事
業
で
、
モ
デ

ル
的
、発
展
性
が
あ
る
こ
と
。
②
地
域
・

世
代
を
超
え
た
事
業
な
ど
、
新
た
な
交

流
機
会
の
創
出
が
図
れ
る
こ
と
。
③
経

済
的
、
精
神
的
に
自
立
を
目
指
し
、
継

続
性
が
見
込
め
る
こ
と
。
④
国
・
県
・

市
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
宗
教
・
政
治
関
連
事
業
で
な
い
こ
と
。

⑥
特
定
の
企
業
、
団
体
お
よ
び
個
人
の

利
益
を
追
求
す
る
事
業
で
な
い
こ
と
。

※
過
去
に
補
助
金
を
受
け
て
い
る
事
業

は
、
内
容
の
充
実
、
規
模
の
拡
大
な

ど
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
が
、連
続
3
年
を
限
度
と
し
ま
す
。

※
こ
の
対
象
事
業
に
は
、
市
の
名
義
後

援
は
し
ま
せ
ん
。ま
た
、事
業
に
伴
う

市
施
設
使
用
料
の
減
免
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
補
助
金
交
付
額

対
象
経
費
の
2
分
の
１
以
内
（
20
万

円
を
限
度
）

※
対
象
経
費
と
は
、
補
助
対
象
事
業
の

実
施
に
要
す
る
経
費
か
ら
当
該
事
業

収
入
な
ど
の
額
を
除
い
た
も
の
で
す
。

●
事
業
成
果
発
表
会

交
付
を
受
け
た
団
体
同
士
の
交
流
と

啓
発
を
図
る
た
め
、一
般
公
開
で
年
度
末

に
事
業
成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
選
考
方
法

総
合
支
所
ご
と
選
考
委
員
会
を
設
置

し
て
選
考
を
行
い
ま
す
。

●
申
請
方
法

4
月
2
日（
月
）か
ら
4
月
27
日（
金
）

ま
で
の
間
に
、
各
総
合
支
所
地
域
支
援

課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
載
し
、
市
民
活
動
団
体
の
規
約
・

役
員
名
簿
（
市
民
が
5
人
以
上
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
明
確
な
も
の
）・
予
算

積
算
資
料
を
添
付
の
う
え
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
ま
た
は

　

県
安
曇
野
庁
舎
内
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
（
71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

国
民
健
康
保
険

平
成
24
年
４
月
か
ら
外
来
診
療
で
も

限
度
額
の
適
用
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
24
年
４
月
か
ら
、
入
院
だ
け
で
な
く
外
来
診
療
に
か
か
る
医
療
費
（
保
険
適

用
分
）
の
支
払
い
に
つ
い
て
も
、
申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付

を
受
け
医
療
機
関
に
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
窓
口
負
担
を
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
に
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

限
度
額
認
定
証
が

必
要
な
人

注目情報
3

限
度
額
の
算
定
方
法

自己負担限度額（月額）

所得区分 限度額

上位所得者
150,000 円

医療費が 500,000 円を超えた場合は
150,000円＋（医療費の総額－500,000円）×1%

一般
80,100 円

医療費が 267,000 円を超えた場合は
80,100円＋（医療費の総額－267,000円）×1%

住民税非課税世帯 35,400 円

所得区分 外来（個人単位）
の限度額

世帯単位の限度額
入院＋外来

現役並み所得者 44,400 円 医療費が 267,000 円を超えた場合は
80,100円＋（医療費の総額－267,000円）×1%

一般 12,000 円 44,400 円
低所得Ⅱ 8,000 円 24,600 円
低所得Ⅰ 8,000 円 15,000 円

● 69 歳までの人

● 70 歳から 74 歳までの人

※上位所得者…世帯内の基礎控除後の所得の合計が 600 万円を超える世帯
※一般…上記以外

※現役並み所得者…原則、住民税課税所得が 145 万円を超える 70 ～ 74 歳の人がいる世帯
※低所得Ⅰ・Ⅱ…住民税非課税世帯
※一般…上記以外
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市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市政トピックス

■
中
長
期
的
な
観
光
戦
略
を
策
定 

観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
始
ま
る	

■
１
日
３
５
０
０
食 

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
し
ゅ
ん
工

市
の
観
光
振
興
の
基
本
方
針
を
策

定
す
る
「
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
検
討
委
員
会
」
の
第
１
回
会
議
が

2
月
17
日
、
県
安
曇
野
庁
舎
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
で
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
観
光
の
果
た
す
役

割
に
つ
い
て
、
中
長
期
的
な
視
野
で

取
り
組
む
具
体
的
な
方
策
を
定
め
ま

市
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
穂

高
）
の
し
ゅ
ん
工
式
が
2
月
20
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
穂
高
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
い
、
農

免
道
路
田
中
西
交
差
点
の
北
西
側
へ

移
転
・
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
費

は
9
億
２
８
５
１
万
５
０
０
０
円

（
内 

合
併
特
例
債 

8
億
８
２
０
０

す
。有

識
者
や
観
光
関
係
者
の
ほ
か
、

農
業
者
や
移
住
者
な
ど
幅
広
い
分
野

か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
18
人
に
宮
澤

市
長
か
ら
委
嘱
書
が
渡
さ
れ
、
委
員

長
に
は
、
清
水
愼し
ん
い
ち一
立
教
大
学
観
光

学
部
特
任
教
授
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
、観
光
に
携
わ
る
事
業
所
や
、

観
光
客
へ
の
意
向
調
査
な
ど
を
行
っ

万
円
）。
施
設
・
設
備
は
、
国
の
設

計
・
管
理
基
準
に
従
い
、
衛
生
管
理

の
充
実
、
調
理
工
程
の
効
率
化
を
図

る
ほ
か
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
に
も

対
応
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
を
利
用

し
環
境
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。
調

理
能
力
は
約
３
５
０
０
食
で
、
4
月

よ
り
穂
高
地
域
の
5
つ
の
小
中
学
校

へ
提
供
し
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
の
完

成
に
よ
り
、
既
に
整
備
済
み
の
4
つ

の
給
食
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
市
の
学

校
給
食
設
備
の
整
備
事
業
が
完
了
し

ま
し
た
。

式
典
で
宮
澤
市
長
は
「
子
ど
も
た

ち
が
食
を
通
じ
心
身
と
も
に
健
全
に

育
つ
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
全

で
安
心
な
お
い
し
い
給
食
を
提
供
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

た
後
、
各
委
員
か
ら
の
意
見
を
集
約

し
平
成
24
年
度
末
ま
で
の
策
定
を
目

指
し
ま
す
。

あ
い
さ
つ
で
宮
澤
市
長
は
「
安
曇

野
の
特
徴
・
魅
力
を
委
員
の
皆
さ
ん

の
思
い
を
持
ち
寄
り
、
実
践
・
実
行

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

完成を祝いテープカットを行う宮澤市長（中央）

魅力あるまちづくりに向け観光の役割が期待される

■
新
明
科
南
保
育
園
の
候
補
地
は
下
押
野
区
内
に 

検
討
委
員
会
報
告

■
安
曇
野
の
地
下
水
を
守
る
に
は 

中
間
報
告
書
提
出

■
景
観
と
産
業
の
調
和
に
向
け 

第
２
期
景
観
審
議
会
委
嘱

明
科
南
保
育
園
建
設
検
討
委
員
会

（
宮
川
智ち

え

こ
江
古
委
員
長
）
は
2
月
3

日
、
宮
澤
市
長
へ
同
保
育
園
の
建
設

候
補
地
を
報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、園
児
の
生
活
環
境
や
、

防
災
、
用
地
確
保
の
し
や
す
さ
な
ど

か
ら
3
つ
の
候
補
地
を
検
討
し
た

市
の
景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
重
要

な
事
項
を
調
査
・
審
議
す
る
市
景
観

審
議
会
を
2
月
29
日
、
豊
科
総
合
支

所
で
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
宮
澤
市
長
か
ら
13
人
の
委

員
に
委
嘱
書
が
渡
さ
れ
た
後
、
会
長

事
。
ま
た
、
第
一
候
補
地
に
犀
川
橋

下
流
左
岸
の
下
押
野
区
内
の
区
域
を

選
定
し
た
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
51
年
建
設
の
現
明
科
南
保
育

園
は
老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
面
や
防

災
面
か
ら
移
転
・
新
築
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

地
下
水
の
保
全
と
適
正
利
用
に
向

け
た
指
針
づ
く
り
を
検
討
す
る
市
地

下
水
保
全
対
策
研
究
委
員
会
（
会
長 

藤ふ
じ
な
わ
か
つ
ゆ
き

縄
克
之
信
州
大
学
教
授
）
は
2
月

23
日
、
宮
澤
市
長
へ
中
間
報
告
を
し

ま
し
た
。

報
告
で
は
、
年
間
６
０
０
万
㌧
の

に
藤
居
良よ
し
お夫
信
州
大
学
工
学
部
准
教

授
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

2
期
目
と
な
る
同
審
議
会
で
は
、

市
が
目
指
す
暮
ら
し
や
す
く
、
産
業

発
展
が
調
和
し
た
田
園
産
業
都
市
の

実
現
に
向
け
、「
市
景
観
条
例
」
お

市
で
は
検
討
委
員
会
の
報
告
を
受

け
、
地
域
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ

次
第
事
業
に
着
手
し
、
平
成
26
年
度

中
の
新
園
舎
建
設
を
目
指
し
ま
す
。

地
下
水
が
減
少
し
て
い
る
と
推
測
し

た
事
に
触
れ
、
地
下
水
は
公
共
の
財

産
と
位
置
付
け
て
、
そ
の
保
全
と
対

策
に
必
要
な
経
費
負
担
の
方
策
に
つ

い
て
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
保
全
に

休
耕
田
や
転
作
田
を
利
用
す
る
事

や
、
地
下
水
利
用
者
へ
の
経
費
算
出

よ
び
平
成
24
年
度
に
施
行
を
目
指
す

「
市
屋
外
広
告
物
条
例
」
に
関
す
る

調
査
・
審
議
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

藤
居
会
長
は
、「
景
観
保
全
に
向

け
各
委
員
の
力
を
役
立
て
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

に
独
自
の
「
安
曇
野
方
式
」
を
採
用

す
る
事
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
本
年
9
月
に
提
出
す
る
最

終
報
告
で
の
指
針
を
基
に
平
成
24
年

度
中
に
関
連
条
例
の
制
定
を
目
指
し

ま
す
。

宮澤市長へ報告をする藤縄会長（左）

選定結果を説明する宮川委員長（右）宮澤市長から各委員に委嘱書が渡された
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あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
既
に
五
ヶ
月
が
経

過
し
ま
し
た
。
発
生
時
、
私
達
は
学
校
で
授

業
を
受
け
て
い
る
最
中
で
し
た
が
震
源
地
か

ら
遠
く
離
れ
た
こ
の
長
野
県
で
も
、
今
ま
で
体
験
し
た

こ
と
の
な
い
強
く
長
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
教
室
全
体
が

恐
怖
に
包
ま
れ
た
あ
の
時
の
こ
と
は
忘
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
帰
宅
し
て
か
ら
テ
レ
ビ
で
見
た
大

地
震
の
被
害
に
加
え
大
津
波
が
町
を
、人
々
の
生
活
を
、

命
を
、
何
も
か
も
一
瞬
に
し
て
破
壊
し
て
い
く
あ
の
惨

状
は
言
葉
も
出
な
い
も
の
で
し
た
。過
去
最
大
の
地
震
、

津
波
に
加
え
、
福
島
原
発
で
の
放
射
能
漏
れ
事
故
で
多

く
の
人
々
が
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
、
日
本
中
が

少
し
で
も
早
く
普
通
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ

げ
た
い
、
復
興
に
向
け
て
協
力
し
た
い
、
と
考
え
て
い

る
時
に
被
災
地
で
は
悲
し
い
出
来
事
が
起
き
て
い
る
事

実
を
知
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
被
災
や
原
発
事
故
で
立
ち
入
り
禁
止
と
な

り
、
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化
し
た
地
域
で

の
『
金
品
・
貴
重
品
・
食
料
・
燃
料
等

の
略
奪
行
為
』
で
す
。
被
災
し
た
会
社

や
家
屋
に
侵
入
す
る
こ
れ
ら
の
略
奪
の

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は
天
災
に
加
え
更

に
人
災
に
遭
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。私
が
一
番
衝
撃
を
受
け
た
の
は
、

津
波
の
影
響
で
ガ
レ
キ
と
化
し
た
家
か

ら
持
ち
出
し
た
金
庫
を
、
男
性
二
人
が

バ
ー
ル
で
こ
じ
開
け
よ
う
と
し
て
い
る

写
真
を
見
た
時
で
し
た
。
そ
こ
ま
で
し

て
金
が
欲
し
い
の
か
、
金
庫
の
持
ち
主

の
顔
は
思
い
浮
か
ば
な
い
の
か
、
と
。

こ
の
他
に
も
、
募
全
活
動
中
の
高
校
生
か
ら
力
ず
く
で

募
金
箱
ご
と
奪
う
、小
学
校
か
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
去
る
、

自
動
車
か
ら
燃
料
を
抜
き
取
る
等
の
犯
罪
が
多
発
し
た

そ
う
で
す
。

あ
る
被
災
地
で
は
、
男
子
高
校
生
四
人
が
自
動
販
売

機
を
壊
し
て
飲
み
物
を
取
り
出
し
、
そ
れ
を
避
難
所
の

高
齢
者
の
方
々
に
配
っ
た
そ
う
で
す
。
実
は
こ
の
避
難

所
に
は
、
当
時
水
も
食
料
も
十
分
に
行
き
渡
っ
て
い
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
四
人
が
行
っ
た
行
動
は
優
し

い
行
動
だ
と
思
え
る
の
で
す
が
、
法
的
に
は
先
程
の
犯

罪
と
同
じ
『
窃
盗
罪
』
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
と
非

常
に
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
何
と
か

し
て
人
を
助
け
た
い
、
役
に
立
ち
た
い
、
と
い
う
四
人

の
気
持
ち
が
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
自
分
勝
手

な
理
由
で
物
を
奪
う
心
無
い
人
々
の
行
為
と
、
四
人
の

行
為
が
実
際
に
は
同
じ
扱
い
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
が
、
私
は
許
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
震
災
後
決
し
て
悪
い
こ
と
ば
か
り
が
起
き

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
震
災
当
日
、
都
心
で
は
公

共
交
通
機
関
が
麻
痺
し
、
多
く
の
人
々
が
駅
等
で
一
夜

を
過
ご
す
こ
と
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
普

段
は
声
も
か
け
ず
相
手
の
こ
と
を
気
に
し
な
い
日
常
の

中
で
、
被
害
に
遭
っ
た
人
同
士
が
助
け
合
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
あ
る
被
災
地
の
食
料
品
店
で
は
、
営
業
を
再

開
し
た
時
も
利
用
者
が
全
部
買
い
占
め
る
よ
う
な
こ
と

は
無
く『
次
に
買
い
に
来
る
人
の
分
も
残
し
て
お
こ
う
』

と
自
律
的
に
行
動
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
今
回
の
震

災
に
よ
り
、
悲
し
い
日
本
人
の
残
念
な
部
分
も
明
ら
か

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、『
困
っ
た
時
に
は
お
互

い
様
』
と
い
う
心
が
ま
だ
失
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
事

実
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
震
災
は
海
外
で
も
大
き
く
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
で
は
大
き
な
災
害
直
後
は
略
奪

等
が
絶
え
な
い
ら
し
く
『
日
本
は
礼
節
を
重
ん
じ
、
こ

の
様
な
非
常
事
態
で
も
規
律
を
乱
す
こ
と
な
く
行
動
し

素
晴
ら
し
い
』、
と
日
本
の
治
安
の
良
さ
・
日
本
人
の

人
柄
が
改
め
て
世
界
中
か
ら
称
賛
さ
れ
ま
し
た
。
実
際

に
は
先
程
の
様
な
犯
罪
が
多
発
し
て
お
り
、
そ
の
点
で

は
日
本
も
同
じ
だ
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
私
は
、
罪
を

犯
す
人
以
上
の
人
々
の
思
い
や
り
の
心
が
評
価
さ
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
の
惨
事
か
ら
五
ヶ
月
が
経
過
し
、
少
し
ず
つ
で
す

が
被
災
地
は
復
興
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。
日
本
も
こ

の
震
災
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
被
災
地
で
略
奪
行
為
を
す
る
人
、
緊
急
的

に
自
動
販
売
機
を
破
壊
し
て
飲
み
物
を
取
り
出
し
配
っ

た
人
、
行
為
は
同
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自

分
中
心
に
考
え
て
行
動
す
る
か
、
周
り
の
人
の
こ
と
を

考
え
て
行
動
す
る
か
、
の
意
識
の
違
い
に
答
え
は
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
相
手
を
思
い
や
る
心
を
大
切
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
が
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
が
出

来
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

（
作
品
は
原
文
の
ま
ま
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。）

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

第
61
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

長
野
県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
（
中
学
校
の
部
）

最
優
秀
賞

思
い
や
り
の
心
で
ひ
と
つ
に

◎
豊
科
北
中
学
校
三
年

内
田
　
光

ひ
か
る

卒業を間近に控えた内田光さん。「これから
出会うたくさんの人が困っていれば助けた
い」と話してくれました。（３月８日取材）

こ
れ
か
ら
も

思
い
や
り
の
心
を

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
。
震
災
に
か
か
わ
る
報
道
で
は
、
混
乱
の
中
で
私
た
ち
の
思
い
や
り
や
、

反
対
に
一
部
の
心
な
い
人
の
身
勝
手
さ
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

県
内
の
小
中
学
生
が
作
文
を
発
表
す
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
長
野
県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」。

犯
罪
や
非
行
に
つ
い
て
、
身
近
な
体
験
や
、
日
ご
ろ
感
じ
た
こ
と
を
言
葉
に
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
中
学
校
の
部
・
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
豊
科
北
中
学
校
三
年
生
内
田
光

さ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。
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8 作品が入賞

社 会を明るくする運動長野県推進委員会では、県
内の小中学生を対象に、犯罪・非行のない明る
い地域づくりや、犯罪・非行を犯した人の立ち

直りについて感じたことなどをテーマにした作文コンテス
トを実施しています。今回の作文コンテストには、県内か
ら小学校の部 4,431 作品（市内からは 588 作品）、中学校
の部 3,376 作品（市内から 567 作品）の応募がありました。
この内市内から内田さんの作品をはじめ、8作品（小学校
の部 4作品・中学校の部 4作品）が入賞しました。入賞者
は次の皆さんです。

東日本大震災義援金 4,794 万 285 円（平成 24 年 3 月 8 日現在）

震災直後から募集を始めた東日本大震災義援金につきましては、これまで
多くのご支援をいただきありがとうございました。皆さまから寄せられた義
援金は、全額、日本赤十字社を通じて被災地へお届けしました。

全国では引き続き支援の申し出が多数寄せられ、また被災地でも長期的な
支援が必要なことから、日本赤十字社の期間延長に合わせて市でも、義援金
の募集期間を平成 24 年 9 月 30 日まで延長しました。今後も引き続き皆さま
の温かいご支援をお願いいたします。
問穂高健康支援センター内社会福祉課　481・0716 681・0703

【最優秀賞】	 「思いやりの心でひとつに」	 内田　　光
ひかる

さん	（豊科北中学校 3 年）

【優 秀 賞】	 「社会へのつながり」	 赤羽　　直
なお

さん	（豊科北中学校 3 年）

【入 選 者】	 「赤ちゃんを殺してしまう親について」	 板花　鮎
あ ゆ み

美さん	（堀金中学校 3 年）

	 「社会を明るくするために」	 田中　　杏
あんず

さん	（穂高西中学校 2 年）

	 「失敗を振り返る」	 須田　成
な る み

美さん	（穂高北小学校 6 年）

	 「人と人とのつながり」	 原　　大
だ い ち

智さん	（穂高北小学校 6 年）

	 「高原寮生との交流」	 原田萌
も も こ

々子さん	（穂高北小学校 6 年）

	 「犯罪が少ない社会をめざして」	 平林　侑
ゆ か

華さん	（穂高北小学校 6 年）

●人権男女共同参画課でもご覧いただけます。
　最優秀賞と優秀賞の作品を収録した作文集が、本庁舎内人権男女共同参画課で閲覧できます。

●社会を明るくする運動とは。
　社会を明るくする運動は、終戦後、社会が混乱する中、住む場所も食べる物もなく街にあふれていた子
どもたちに、東京・銀座の有志が行った催し物がきっかけで始まりました。その後、法務省により罪を犯
した人の更生について理解を深めるとともに、犯罪や非行を防止し明るい社会を築くための全国的な運動
となりました。毎年 7 月を強調月間として、全国各地で地域の特色を生かした活動を行っています。

9月30日
まで延長

最優秀賞・優秀賞を収録した作品集「信州し
らかばっ子の主張」

市消防団（小出博
はくいちろう

一郞団長）では、今回で 2 回目と
なる「吹奏楽と消防ラッパのコンサート」を、豊科公民
館ホールで開催しました。春の火災予防運動を前に、
防火防災に関心を持っていただくようこの時期に開催し
たもので、この日集まった約 600 人の観衆を前に、堂々
と迫力ある演奏を披露しました。

コンサートは 3 部構成で行われ、1 部と 3 部で音楽
部による吹奏楽が、2 部では喇

ら っ ぱ

叭部が消防ラッパを演
奏しました。喇叭部の演奏では、司会の軽快な進行と
共に、次 と々消防ラッパ曲や諏訪の御柱マーチ等も披
露されました。

市内から姉妹で来た主婦は「楽しみにして来ました。
去年も聞きましたが、上手くなっていますね」と話し、
盛んに拍手を送っていました。

市と市教育委員会では市民の皆さんに、安曇野の
自然・環境・文化について考えていただくため、自然
文化講演会を 3 月 4 日、豊科公民館ホールで開催し
ました。
「地球環境保護と生活の豊かさを両立するために」

と題した講演では、独協大学教授で経済アナリスト
の森永卓郎さんがエネルギー問題と豊かな生活との
両立について講演しました。エネルギー問題では「長
期的な取り組みが必要」とし、イタリア製品を例にあ
げ、「大量生産品と比べ高くても長く使われ、結果的
にエネルギー消費を抑えて環境保護につながる」など
と話しました。また、前向きで明るく生活を送るイタ
リアの国民性が、高品質の製品を生む源であるとし「イ
タリア人になりましょう」と呼びかけました。当日は、
市民の皆さん約 400 人が聴講。森永さんのユーモア
あふれる講演に満足していました。

市と環境市民ネットワーク（宮﨑崇
たかのり

徳座長）は
2 月 29 日から 5 日間、「安曇野環境市民ネットワー
ク・フォーラム 2012」を豊科交流学習センター「き
ぼう」で開催しました。本年度からスタートした
環境学習のための 26 のプログラム。3 日の事例紹
介では 6 つ団体の取り組みが紹介されました。発
表者の一人、信州ふるさとづくり応援団の木船潤
一さんは、「資料づくりの過程で地域のことが見
えてきました。参加者も増え毎回楽しみです」と
振り返りました。期間中は市内小中学校をはじめ、
ネットワーク参加団体の環境学習のパネル展示も
行われました。環境学習プログラムについて詳し
くは、穂高総合支所内生活環境課（482･3131 ㈹ 
682･6622）へお問い合わせください。

2/26　吹奏楽と消防ラッパのコンサート

無火災への思いを込めて

3/4　自然文化講演会 森永卓郎さん講演

ヒントはイタリア人にあり

3/3　安曇野環境市民ネットワーク・フォーラム

環境を学びたい人のために

社会を明るくする運動
長野県作文コンテスト結果
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安曇野市教育委員会

生涯学習
Public Library

図書館

中
央
図
書
館
で
は
館
内
で
お
手
伝
い
等
を
し

て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

《
と
し
ょ
か
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
》

●
内
容　

▽
図
書
館
の
利
用
者
案
内

▽
館
内
の
美
化　

▽
図
書
の
装
備
・
修
理

▽
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
や
ラ
ベ
ル
貼は

り

▽
書
架
へ
の
本
の
返
却　

▽
書
架
の
整
理

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
活
動
時
間　

中
央
図
書
館
の
開
館
し
て
い

る
時
間
帯
お
よ
び
館
内
整
理
日
の
午
後

●
参
加
条
件　

活
動
を
始
め
る
前
に
２
時
間

程
度
の
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
お
は
な
し
サ
ポ
ー
タ
ー
》

●
内
容　

中
央
図
書
館
で
毎
週
水
曜
日
に
開

催
し
て
い
る
乳
幼
児
向
け
の
お
は
な
し
会

「
お
は
な
し
の
と
び
ら
」（
30
分
程
度
）
で
、

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
当
番
制
に
よ
り
、
月

に
１
回
程
度
）
ま
た
、
図
書
館
が
主
催
す

る
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
研
修
講
座
へ
の
参

加
な
ど
。

●
活
動
時
間　

毎
週
水
曜
日
の
午
前
10
時
10

分
～
50
分
程
度（
事
前
打
ち
合
わ
せ
含
む
）

●
参
加
条
件　

図
書
館
が
主
催
す
る
研
修
会

に
参
加
で
き
る
人
。
で
き
る
だ
け
年
間
を

通
じ
て
参
加
で
き
る
人
。

共
通
事
項

●
募
集
対
象
者　

図
書
館
の
仕
事
に
関
心
が

あ
り
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以
上
の

人
（
高
校
生
を
除
く
）

●
募
集
期
間　

４
月
20
日
（
金
）
ま
で
（
そ

の
後
も
希
望
が
あ
れ
ば
随
時
受
け
付
け
し

ま
す
）

●
申
し
込
み　

中
央
図
書
館
の
窓
口
に
設
置

の
「
安
曇
野
市
中
央
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
カ

ウ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
心
身
共
に
健
全
で
た
く
ま
し
い
子
ど

も
の
育
成
、
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
積
極

的
な
人
間
づ
く
り
、
各
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
技

術
を
正
し
く
習
得
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
は
、
20
種
目
64
団

体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。「
何
か
ス
ポ
ー
ツ

を
始
め
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
小
中
学
生
や

「
子
ど
も
に
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
さ
せ
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
三
月

初
旬
に
小
学
校
を
通
し
て
配
布
し
ま
し
た
冊

子
「
平
成
二
十
四
年
度
安
曇
野
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
団
員
募
集
の
お
知
ら
せ
」を
参
考
に
、

各
団
の
連
絡
先
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
多
く
の
友
達
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

自
分
で
作
っ
た
紙
飛
行
機
を
空
高
く
飛
ば

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
大
会
前
日
に
は
、
紙
飛

行
機
を
作
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

《
競
技
大
会 

全
７
種
目
予
定
》

●
日
時　

４
月
８
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時

●
場
所　

豊
科
南
部
総
合
公
園

（
雨
天
の
場
合
は
、
穂
高
会
館
ア
リ
ー
ナ
）

●
費
用　

15
歳
以
上
１
、０
０
０
円

　

15
歳
未
満　

５
０
０
円

　
（
各
１
人
分
、
何
種
目
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

《
紙
飛
行
機
教
室
》

競
技
大
会
に
初
め
て
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん

に
お
勧
め
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
７
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

豊
科
南
社
会
体
育
館

●
費
用　

５
０
０
円
（
教
材
費
、
競
技
大
会

規
定
機
種
Ｃ
へ
の
参
加
費
を
含
む
）

共
通
事
項

●
申
し
込
み　

競
技
大
会
、
教
室
と
も
不
要

●
問
い
合
せ　

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

読
書
会
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会

場
は
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ
う
」

で
、
い
ず
れ
も
毎
回
２
時
間
ほ
ど
の
集
ま
り

で
す
。
入
会
希
望
の
人
は
豊
科
図
書
館
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
東
洋
古
典
読
書
会　

古
典
文
学
の
原
文
を

中
心
に
読
み
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
内
容
を

解
釈
し
深
め
て
い
く
会
で
す
。（
歴
史
探

訪
の
旅
を
年
１
回
開
催
）

・
年
会
費　

１
、５
０
０
円

・
火
曜
日　

午
前
10
時
～
（
年
間
16
回
）

●
西
洋
古
典
読
書
会　

信
大
名
誉
教
授
大
島

先
生
を
講
師
に
、
西
洋
文
化
の
源
泉
で
あ

り
、
そ
の
解
釈
が
無
限
で
あ
る
聖
書
を
宗

教
書
と
し
て
で
は
な
く
、
今
を
生
き
る
教

養
の
書
と
し
て
読
み
あ
う
会
で
す
。

・
年
会
費　

８
、０
０
０
円

・
毎
月
第
４
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
～

●
宮
沢
賢
治
読
書
会　

美
し
い
童
話
や
詩
・

絵
な
ど
が
今
で
も
親
し
ま
れ
て
い
る
作
者

の
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
学
ぶ
会
で
す
。

・
毎
月
第
１
木
曜
日　

午
前
10
時
～

●
児
童
文
学
を
読
む
会　

１
冊
の
本
の
中
か

ら
自
分
と
は
異
な
っ
た
解
釈
、
感
想
を
聞

き
新
し
い
自
分
を
見
つ
け
る
会
で
す
。

・
毎
月
第
３
水
曜
日　

午
前
10
時
～

長ち
ょ
う
こ
う
じ

光
寺
の
木
も
く
ぞ
う
が
り
ゅ
う
ち
ょ
う
こ
く

造
臥
竜
彫
刻

（
市
有
形
文
化
財
）

明
科
光ひ
か
るの
長ち
ょ
う
こ
う
じ

光
寺
は
犀
川
の
東
、
筑
摩
山

地
の
「
び
ん
ぐ
し
山
」
山
麓
に
あ
り
ま
す
。

現
本
堂
の
向こ

う
は
い拝
に
あ
っ
て
参
詣
者
を
見
下
ろ

す
臥
竜
彫
刻
は
、
文
政
６
年
（
一
八
二
三
）、

諏
訪
の
宮
大
工
で
あ
る
立た
て
か
わ
わ
し
ろ
う
と
み
ま
さ

川
和
四
郎
富
昌
が

棟
梁
と
な
っ
て
彫
ら
れ
ま
し
た
。
寺
に
は
こ

の
時
の
請
負
証
文
が
残
っ
て
お
り
、
作
者
だ

け
で
な
く
制
作
年
代
や
手
間
賃
ま
で
明
ら
か

で
す
。

全
長
２
２
０
㌢
㍍
、
高
さ
35
㌢
㍍
、
厚
さ

27
㌢
㍍
、ケ
ヤ
キ
材
の
丸
彫
り
白
木
彫
刻
で
、

口
内
を
朱
色
、
口
唇
を
白
色
、
眼
を
金
色
に

彩
色
し
た
こ
の
臥
竜
彫
刻
は
、
髭ひ

げ

や
鱗う
ろ
この
細

部
ま
で
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
、
見
る
者
を
圧
倒

し
ま
す
。

場
所
：
明
科
光
・
長
光
寺

お
す
す
め
の
一
冊

神
風
―
朝
日
新
聞
社
訪
欧
機

山
崎 

明
夫 

編
著

紹
介
す
る
人

竹
内 

雄ゆ
う
い
ち一 

さ
ん

（
豊
科
高
家
）

郷
土
が
誇
る
べ
き
世
界
的
な
偉
人
・
飯

沼
正
明
飛
行
士
が
塚つ
か
ご
し越
賢け
ん
じ爾
機
関
士
と
純

国
産
機
で
樹
立
し
た
、
東
京
‐
ロ
ン
ド
ン

間
国
際
公
認
記
録
飛
行
な
ど
に
つ
い
て

と
、
当
時
の
航
空
界
の
世
界
事
情
に
つ
い

て
書
い
た
大
冊
で
す
。（
著
者
は
第
二
次

大
戦
後
生
ま
れ
）

飯
沼
飛
行
士
の
業
績
は
生
家
で
も
あ
る

「
飯
沼
飛
行
士
記
念
館
」
を
ぜ
ひ
訪
れ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
深
田
祐
介
は
「
美び
ぼ
う貌
な

れ
昭
和
‐
諏
訪
根ね

じ

こ
自
子
と
神
風
号
の
男
た

ち
」
で
書
い
て
い
ま
す
。

七
十
余
年
前
に
、紙
製
神
風
号
模
型（
東

京
朝
日
新
聞
社
の
販
促
品
か
）
を
国
民
学

校
入
学
前
後
の
こ
ろ
に
組
み
立
て
た
こ
と

を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

こ
の
本
は
豊
科
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。

中
央
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集中

央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
募
集

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

 

88
・
３
５
１
６

豊
科
図
書
館
読
書
会
の
会
員
募
集

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 

73
・
１
８
０
１

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化 

そ
の
５

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

安
曇
野
紙
ヒ
コ
ー
キ
競
技
大
会

（
飯
沼
飛
行
士
記
念
大
会
）
開
催

文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

図書館映画上映会（入場無料） 
「チャールズ・チャプリン」〈ミューチュアル社時代１〉2007 年 アメリカ

●日時　13日（金）　開場　18：30　上映　19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」　多目的交流ホール

おりがみの部屋
中央図書館　●日時　18 日（水）16：15 ～
　　　　　　●場所　中央図書館おはなしのへや

◇中央図書館　おはなしのとびら
　中央図書館おはなしのへや
　4・11・18 日（各水曜日）
	 10：30 ～（乳幼児対象）
◇中央図書館　おはなしとしょかん
　中央図書館おはなしのへや
　21 日（土）	10：30 ～（乳幼児対象）
	 11：20 ～（幼児以上対象）

◇豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　豊科図書館多目的室
　20 日（金）	11：00 ～（乳幼児対象）
◇豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　豊科図書館多目的室
　20 日（金）	16：30 ～（幼児以上対象）
◇三郷図書館　ポケットの会
　三郷公民館児童室
　14 日（土）	10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇堀金図書館　おはなしのへや
　堀金図書館児童コーナー
　11 日（水）	10：30 ～（乳幼児対象） 
　17 日（火）	16：15 ～（幼児以上対象）
◇明科図書館　ひまわりおはなし会
　明科図書館内おはなしの部屋
　28 日（土）	11：00 ～（乳幼児以上対象）

ドキドキ・ワクワクお話の世界

4 月のイベント

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124
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平成 24年度安曇野市図書館カレンダー
は休館日、館内整理日　　　　　　は特別整理期間　　　　※祝日は開館します。

●中央図書館

tel 84-0111

●豊科図書館

tel 71-4022

●三郷図書館

tel 76-3078

●堀金図書館

tel 72-5796

●明科図書館

tel 62-1122

4

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28

29 30 29 30 29 30 29 30 29 30

5

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12 6 7 8 9 10 11 12 6 7 8 9 10 11 12 6 7 8 9 10 11 12 6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19 13 14 15 16 17 18 19 13 14 15 16 17 18 19 13 14 15 16 17 18 19 13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 27 28 29 30 31 27 28 29 30 31 27 28 29 30 31 27 28 29 30 31

6

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16 10 11 12 13 14 15 16 10 11 12 13 14 15 16 10 11 12 13 14 15 16 10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23 17 18 19 20 21 22 23 17 18 19 20 21 22 23 17 18 19 20 21 22 23 17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30

7

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 29 30 31 29 30 31 29 30 31 29 30 31

8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 26 27 28 29 30 31 26 27 28 29 30 31 26 27 28 29 30 31 26 27 28 29 30 31

9

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 1 1 1 1

2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29 23 24 25 26 27 28 29 23 24 25 26 27 28 29 23 24 25 26 27 28 29 23 24 25 26 27 28 29

30 30 30 30 30

館　名
開館時間

月曜日～金曜日 土曜日・日曜日・祝日

中央図書館 午前９時～午後 8 時 午前９時～午後６時

豊科・三郷・堀金・
明科図書館

午前 10 時～午後 6 時

問安曇野市中央図書館　484・0111 684・0116

◆◆◆初めて図書館を利用する皆さんへ◆◆◆
「図書貸出願（新規）」に必要事項を記入し、カウンターへお
出しください。その時に、住所・氏名・生年月日が確認でき
るもの（免許証、保険証等）をご用意ください。発行される「図
書館利用者カード」で図書等をお借りいただけます。
小学生以下の人は、保護者がお申し込みください。
・カードは原則として本人以外は使用できません。
・カードの有効期限は 3 年です。
・住所や電話番号が変更になったときは、お申し出ください。
・カードの紛失による再発行には、100 円が必要となります。
・市内 5 つの図書館で共通してお使いいただけます。

碌山公園研成ホール 安曇野髙橋節郎記念美術館

貞享義民記念館

豊科郷土博物館

第 21 回一線美術会長野県支部展
　県内に在住する11人の作家の風景、
人物、静物、その他約 40 点の絵画を
展示します。
●日　時　4 月 5 日（木）～ 10 日（火）

　　　　9：00 ～ 17：00
※最終日は 16：00 まで

●入場料　無料
●問い合わせ先

北川 原清さん（40261・62・4753）
酒井　 洌さん（4026・267・2265）

第 5 回　ほたか洋画会展
　会員 11 人が、各自描きたいものを
自由に楽しく制作した水彩画、油彩画、
アクリル画の作品を 1 人 4 ～ 5 点ず
つ展示します。
●日　時　4 月 12 日（木）～ 15 日（日）

　　　　10：00 ～ 17：00
※最終日は 16：00 まで
●入場料　無料
●問い合わせ先
　永田 善三郎さん（483・6250）

大人のためのおはなし会  スペシャル
「のびのびと語る」

　「ＮＰＯ法人 語り手たちの会（本部
東京）」の地域活動支援事業により、
理事 2 人をお招きし、方言での語り、

「きつねのあん餅
もち

屋」や、アンデルセ
ンの「ぴんの首」など、語りの世界を
楽しみます。
●日　時　4 月 16 日（月）

　　　　13：30 ～ 15：30
●入場料　無料
●問い合わせ先

穂高絵本とお話の会 本郷さん
（482・5923）

フラワーサークル“彩”作品展
サークルのメンバー約 30 人が各自 1
作品を展示すると共に、フラワーアレ
ンジメントの体験等も行います。
●日　時　4 月 21 日（土）～ 22 日（日）

　　　　10：00 ～ 17：00
●入場料　無料
●問い合わせ先
　細川さん（4090・2225・0067）

染色「型染め」講座の参加者募集
平成 23 年度長野県工芸展で最高賞

「工芸会長賞」を受賞された染色家の
佐藤亜

あ つ こ

都子さんを講師に、染色講座を
開催します。天然色素（植物顔料）の
美しさと彩色の楽しさを味わってみま
せんか。
●日　時　4 月 21 日（土）

　　　　9：30 ～ 16：00
●会　場　美術館主屋（座敷部分）
●講　師　染色家 佐藤 亜都子さん
●対　象　大人
●定　員　10 人（先着順）
●参加料　1,000 円
●持ち物　昼食、飲み物、ぼろきれ、

　　　　エプロン
●申し込み　3 月 27 日（火）～ 4 月

18 日（水）（9：00 ～ 17：00）の間
に電話でお申し込みください。（休
館日を除く）

第２回布で作る造形山野草展
造形山野草とは、自然に咲く山野

草の可
か れ ん

憐な美しさを布で繊細に表現し
たものです。今回は三郷に在住する二
人の作家の作品を展示します。布なら
ではの繊細な造形山野草をご覧くださ
い。
●期　間　4 月 7 日（土）～ 5 月 6 日

　　　　（日）まで
●時　間　9：00 ～ 17：00

※最終日は 15：00 まで
●会　場　1 Ｆ企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　毎月曜日（30 日は開館）・

　　　　5 月 1 日

第 28 回白鳥写真展
公募の作品により開催してきた本写

真展も 28 回を数えることになりまし
た。

安曇野で元気に冬を過ごした白鳥た
ち。その一瞬の表情を切り取った写真
からは、野生の中で生きる白鳥の生態
だけでなく、優しくも厳しい安曇野の
冬も垣

か い ま

間見ることができます。
この機会に郷土の身近な冬鳥の姿を

ご覧ください。
●会　期　4月7日（土）～5月6日（日）
●開館時間　9：00 ～ 17：00

　　　　　入場は 16：30 まで
●会　場　博物館１階展示室
●入館料　大人　100（80）円
（　）内は 20 人以上の団体料金
※小中学生は無料

4682・0769 481・3030 682・0551

477・7550 677・7551

4672・5672

Event Information
詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。
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明
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総
合
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

歯
科
相
談
窓
口
を
4
月
か
ら
開
設
し
ま

す
。
食
べ
物
を
し
っ
か
り
か
め
る
こ
と

は
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
脳
を
活

性
化
し
認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
き
れ
い
な
口
は
、
誤ご

え
ん
せ
い

嚥
性

肺は
い
え
ん炎
や
動
脈
硬
化
な
ど
全
身
疾
患
の
予

防
に
な
り
ま
す
。
飲
み
込
む
機
能
の
低

下
を
予
防
し
、
高
齢
者
が
一
生
お
い
し

く
・
楽
し
く
・
安
全
な
食
生
活
を
送
る

た
め
に
、「
高
齢
者
歯
科
相
談
窓
口
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
高
齢
者
（
要
支
援
・
要
介
護

者
を
含
む
）

●
相
談
方
法　

歯
科
衛
生
士
が
電
話
、

訪
問
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。
高
齢
者

介
護
課
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
民
事
法
務
協
会
の
協
力
に

よ
り
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
お
金
の
管
理

や
契
約
な
ど
に
不
安
の
あ
る
人
、
認
知

症
や
障
害
の
た
め
今
後
の
生
活
に
不
安

が
あ
る
人
ま
た
は
ご
家
族
の
方
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
の

秘
密
は
固
く
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　

4
月
19
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

4
月
13
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で
予
約
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
土
日
は
除
く
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分
ま
で
の
間
）

平
成
23
年
度
ま
で
は
、
介
護
予
防
の

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
特
定
健

診
・
後
期
高
齢
者
健
診
に
併
せ
て
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
か
ら
は

郵
送
に
よ
る
調
査
方
法
で
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
郵
送
時
期　

平
成
24
年
4
月
上
旬

●
対
象
者　

昭
和
8
年
4
月
１
日
～
昭

和
18
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
人
で
介

護
保
険
の
要
支
援
要
介
護
認
定
者
を

除
く
人
。
そ
の
他
65
歳
以
上
の
希
望

者
●
調
査
方
法　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

（
29
項
目
）
に
記
入
し
、
4
月
25
日

（
水
）
ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封
筒

に
入
れ
て
直
接
高
齢
者
介
護
課
介
護

予
防
係
ま
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
結
果　

返
送
者
に
結
果
と
介
護
予
防

教
室
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

く
な
ど
山
火
事
の
発
生
す
る
気
象
条
件

が
重
な
り
ま
す
。
火
入
れ
や
山
菜
採
り

な
ど
で
入
山
者
も
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
山
火
事
の
多
く
が
、
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
り
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、気
象
状
況
な
ど
を
考
え
、

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
を
し

て
く
だ
さ
い
。

市
内
5
地
域
の
直
売
所
・
加
工
施
設

に
、
米
の
製
粉
機
を
設
置
し
ま
し
た
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
米
飯
だ
け
で
な

く
、
米
粉
の
料
理
を
食
卓
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
に
加
え
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
使
用
料
金　

１
㌔
グ
ラ
ム
50
円
／
1
回

※
利
用
可
能
日
、
利
用
方
法
等
、
詳
細

は
各
施
設
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

山
火
事
は
貴
重
な
森
林
を
一
瞬
の
う

ち
に
焼
失
さ
せ
る
災
害
で
す
。
山
火
事

の
怖
さ
の
特
徴
は
、
火
の
粉
が
飛
散
し

同
時
多
発
的
に
着
火
延
焼
す
る
こ
と
、

延
焼
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
こ
と
、
消
火

活
動
が
困
難
な
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

春
は
枯
れ
草
が
積
も
り
、
下
草
も
枯

れ
て
い
る
う
え
、
降
水
量
も
少
な
く
、

ま
た
、
空
気
が
乾
燥
し
、
季
節
風
も
吹

護

介

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相
談

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係
内

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

81･

０
７
６
０ 

81･

０
７
０
３
）

米
粉
製
粉
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
三
農
政
課
庶
務
担
当

（

77･

３
１
１
１
㈹ 

77･

６
０
６
０
）

介
護
予
防
の「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

実
施
方
法
が
変
わ
り
ま
す

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係

（

81
・
０
７
６
０ 
81
・
０
７
０
３
）

お
口
の
健
康

高
齢
者
歯
科
相
談
窓
口
の
開
設

問
穂
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係

（

81
・
０
７
６
０ 

81
・
０
７
０
３
）

談

相

心

用

の

火山
火
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

問
三
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

　
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

　

豊
科
消
防
署（

72･

３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82･

３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78･

２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62･

２
９
９
２
）

し

ら

暮

春の信州に泊まろう
キャンペーン

寄附寄贈【敬称略】1/31～2/28

県内の宿泊施設を利用してい
ただく「春の信州に泊まろう！
キャンペーン」を 5 月 31 日（木）
まで実施しています。期間中、
県内の宿泊施設に泊まると、抽
選で 555 人の皆さんに無料宿泊
券、県産品、｢アルクマ｣ グッズ
などをプレゼントします。詳し
くは、県公式観光ウェブサイト
をご覧ください。
http://www.nagano-tabi.net/

問信州・長野県観光協会
（4026･234･7219 ）
　穂観光課観光振興担当

（482･3131 ㈹ 682･6622）

▷明科ライオンズクラブ会長　越
隆喜　ティンパニ１台　譜面台
2 台　明科ライオンズクラブ創立
40 周年記念として教育振興のため
明南小学校へ　綱引き用ロープ
１本　譜面台 8 台　鈴 5 個　明
科ライオンズクラブ創立 40 周年
記念として教育振興のため明北
小学校へ　▷田淵穂高　「世界の
アゲハチョウ」五十嵐邁１点　田
淵行男記念館の研究資料として
役立ててもらうため　▷ＮＰＯ法
人信州ふるさとづくり応援団　ふ
るさとウォッチングマップ第１集 50
冊・第 2 集 100 冊　地域の環境
学習の教材として活用のため

施設名称 台数
ほりがね物産センター

（473・7002） １台

みさとサラダ市
（476・4066） １台

vif 穂高
（481・5656） １台

とよしな旬菜市
（473・0902） １台

明科農産加工施設
組合長 長嶺さん（462・4655） １台

●米粉製粉機の設置場所

米粉製粉機
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測定
結果

●
申
し
込
み　

豊
科
総
合
支
所
内
建
築

住
宅
課
住
宅
係
に
備
え
付
け
の
申
し

込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

明
科
農
産
加
工
施
設
利
用
組
合
で

は
、安
曇
野
産
大
豆
と
米
を
使
っ
た「
味

噌
づ
く
り
体
験
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

花
の
咲
く
頃
に
仕
込
む
味
噌
は
「
花
味

噌
」
と
言
わ
れ
、
一
段
と
お
い
し
い
と

言
わ
れ
ま
す
。

●
日
時　

▽
4
月
16
日
（
月
）
午
後
0
時
30
分

　

～
3
時　

▽
4
月
17
日
（
火
）
午
前
9
時
～
11
時

30
分　

▽
4
月
18
日
（
水
）
午
前
9
時
～
11
時

●
場
所　

明
科
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
に
在
住
し
、
3
日
間
続

け
て
受
講
が
で
き
る
人

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
講
師　

明
科
農
産
物
加
工
組
合
運
営

委
員

●
費
用　

材
料
費　

持
ち
帰
り
の
味
噌

10
㌔
グ
ラ
ム
当
た
り
3
千
円

●
持
ち
物　

三
角
き
ん
、
エ
プ
ロ
ン
、

18
日
の
参
加
者
は
み
か
ん
箱

●
申
し
込
み　

3
月
28
日
（
水
）
か
ら

30
日
（
金
）
ま
で
に
、
明
科
総
合
支

所
内
産
業
建
設
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

市
で
は
中
堅
所
得
者
向
け
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
希
望
者
は
内
容
を
お
確
か
め
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容　

▽
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

追
分
団
地
（
穂
高
北
穂
高
）
6
戸

【
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】
家
賃
5
万
円
か
ら

●
入
居
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
人
で
、
主
に
次
の
要
件

を
満
た
す
人

（
1
）
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と

（
2
）
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

（
3
）
所
得
額
が
基
準
に
該
当
す
る
こ
と

（
4
）
申
込
者
お
よ
び
同
居
者
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

市
が
所
有
す
る
長
峰
山
・
天
平
の
森

周
辺
の
森
林
を
ａ
ｂ
ｎ
長
野
朝
日
放
送

が
森
林
（
も
り
）
の
里
親
契
約
を
し
、

森
林
整
備
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
森
林
の
里
親
促
進
事
業

の
植
樹
活
動
に
参
加
い
た
だ
け
る
親
子

を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

4
月
29
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
1
時
（
予
定
）

●
場
所　

長
峰
山
天
平
の
森

●
講
師　

松
本
地
方
事
務
所
林
務
課
、

市
耕
地
林
務
課
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
森

倶
楽
部
21
」

●
募
集
人
員　

親
子
合
計
１
０
０
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
参
加
費　

無
料（
交
通
費
自
己
負
担
）

●
持
ち
物　

弁
当
・
マ
イ
箸
・
水
筒

※
植
樹
し
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。　

●
応
募
方
法　

4
月
19
日
（
木
）
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
人

数
と
「
環
境
に
つ
い
て
一
言
」
を
記

入
の
う
え
、
〒
３
８
０
‐
８
５
５
０

長
野
市
栗
田
９
８
９
‐
１ 

ａ
ｂ
ｎ

「
植
樹
」
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
4
月
23
日
ま
で
に
ａ
ｂ
ｎ
か

ら
案
内
書
・
地
図
な
ど
が
郵
送
で
届

け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ａ
ｂ
ｎ

長
野
朝
日
放
送
地
球
を
守
ろ
う
！
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
植
樹
」
係
（
電
話

０
２
６
・
２
２
３
・
１
０
０
０
）（
祝

日
を
除
く
月
～
金
曜
日
）
へ
、
午
前

9
時
30
分
～
午
後
6
時
の
間
に
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

5
月
2
日
（
水
）
～
4
日
（
金
）
の

日
程
で
、
福
岡
市
へ
の
市
民
ツ
ア
ー
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
市
内
各
Ｊ
Ｒ
駅
を
6

時
台
の
電
車
に
て
出
発
し
、
特
急
し
な

の
号
と
新
幹
線
を
利
用
し
て
博
多
ど
ん

た
く
港
ま
つ
り
、
安
曇
ゆ
か
り
の
地
志

賀
島
や
太
宰
府
天
満
宮
、
九
州
国
立
博

物
館
な
ど
を
め
ぐ
る
初
め
て
の
企
画
で

す
。
福
岡
市
か
ら
招
待
を
受
け
、
安
曇

野
市
か
ら
よ
さ
こ
い
連
の
お
ど
り
の

披
露
や
特
産
品
の
販
売
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
者

●
参
加
費
用　

６
万
２
０
０
０
円
程
度

●
定
員　

30
人（
最
小
催
行
人
員
20
人
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順

●
宿
泊　

ホ
テ
ル
コ
ム
ズ
福
岡
（
博
多

　

駅
前
）

●
募
集
期
間　

3
月
26
日
（
月
）
～
4

　

月
2
日
（
月
）

宮内庁からのお知らせ
　平成 24 年 歌会始のお題は「立」不動産評価等の無料相談会

●詠進歌　詠進歌は、お題を読み込んだ自作の短歌で
一人一首とし、未発表のものに限ります。

●詠進の期間　お題発表の日から 9 月 30 日まで
●申し込み方法　詳しくは宮内庁ホームページをご覧

ください。また、疑問などは直接、宮内庁式部職あ
てに、郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切手を貼っ
た封筒を添えて 9 月 20 日までにお問い合わせくだ
さい。

●あて先　〒 100‐8111 宮内庁　（住所は不要です）

㈳長野県不動産鑑定士協会と㈳日本不動産鑑定協会
の共催により「不動産評価等の無料相談会」を開催し
ます。売買、交換、相続、借地、担保、賃貸借など不
動産評価に関する事項について、不動産鑑定士がお答
えします。
●日時　4 月 4 日（水）10：00 ～ 16：00
●場所　松本市役所本庁舎 4 階第 2 応接室
問㈳長野県不動産鑑定士協会
　4026･225･5228

流

交友
好
交
流
都
市

福
岡
博
多
ど
ん
た
く
ツ
ア
ー

問
市
観
光
協
会

（

82･
３
１
３
３ 

82･

６
６
２
２
）

　
本
総
務
課
都
市
交
流
・
国
際
係

（

71･

２
０
０
０
㈹ 

71･

５
１
５
５
）

親
子
で
植
樹
を
し
ま
せ
ん
か

森
林（
も
り
）の
里
親
促
進
事
業

問
三
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

77･

３
１
１
１
㈹ 

77･

６
０
６
０
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
の
募
集

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

72･

３
１
１
１
㈹ 

72･

３
５
６
９
）

味
噌
づ
く
り
体
験
教
室
参
加
者
の
募
集

問
明
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

（

62･

３
０
０
１
㈹ 

62･

４
７
４
７
）

集

募

日赤社費・寄付金
ご協力ありがとうございました

２月分の空間放射線量　

　平成 23 年度も皆さまのご協力によ
り多額の社費・寄付金をいただきま
した。いただいたお金は全額日本赤
十字社長野県支部へ納め、災害救護
を始めとする日赤事業に役立たせて

いただきます。

日赤社費・寄付金納入額
豊 科 地 域	 4,132,503 円
穂 高 地 域	 4,714,855 円
三 郷 地 域	 2,301,750 円
堀 金 地 域	 2,084,000 円
明 科 地 域	 1,397,786 円
本庁受付分	 104,000 円 
合　　　計	 14,734,894 円

問日赤安曇野市地区事務局
　（穂高健康支援センター内社会福祉課）
　（481･0716 681･0703）

　いずれの地点においても健康に影
響のない値でした。詳しくは市ホー
ムページをご覧ください。
問穂生活環境課環境保全係
　（482･3131 ㈹ 682･6622）

工事名 工事箇所 請負者 請負代金
小規模公園等遊具更新工事　その２ 穂高地域 19 箇所 ㈱川上産業 18,900,000
小規模公園等遊具更新工事　その１ 穂高・明科地域 16 箇所 ㈲アルプス造園 18,375,000
社会資本整備総合交付金　市道豊科１級 24 号線　道路改良工事 豊科南穂高 ㈲小倉建設 6,720,000
都市公園安全安心対策緊急総合支援事業都市公園整備工事（南部総合公園・本村公園） 豊科・豊科高家 ㈲ニッコウ 6,195,000
市道新設改良事業　市道堀金 1302 号線　道路改良工事 堀金烏川 ㈲太田建設 5,040,000
小学校施設整備事業　豊科南小学校他８校　遊具修繕工事 豊科南小学校他８校 ㈱中村体育 2,835,000
林道施設災害復旧事業　黒沢線復旧工事 三郷小倉 ㈲中部エンジニア             10,500,000
安曇野市デジタル移動系防災行政無線半固定型無線装置設置工事 湯多里山の神、清水・矢

の沢・金井沢公民館
㈱日立国際電気
　長野営業所 5,134,500

平成 22 年度繰越 小学校施設整備事業　明南・明北小学校音楽室空調設備工事 明南小学校・明北小学校 ㈲アイシン機器 4,347,000
（交付金）特環公共下水道　宮城１工区管渠工事 穂高有明 猿田建設㈱ 4,011,000
市道穂高 1 級 15 号線　歩道設置工事 2 工区関連工事 穂高有明 ㈱大丸組 3,853,500
市道新設改良事業　市道豊科１０６２号線　道路改良工事 豊科 ㈱佐原建設 2,593,500
市単土地改良事業　青木花見地区水路工事 穂高北穂高 ㈱中澤組 2,520,000

入札・契約結果（平成 24 年 1 月～ 2 月） （単位：円）

測定
地点

（マイクロシーベルト／時間）
2/7㈫ 2/14㈫ 2/21㈫ 2/28㈫

本庁舎 0.11 0.10 0.10 0.08
豊科庁舎 0.11 0.10 0.10 0.09
穂高庁舎 0.12 0.10 0.10 0.09
三郷庁舎 0.10 0.08 0.09 0.09
堀金庁舎 0.11 0.10 0.10 0.09
明科庁舎 0.10 0.09 0.09 0.08
穂高健康
支援センター 0.12 0.11 0.11 0.10

博多どんたく東区演舞台
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お忘れなく！
愛犬の登録と
狂犬病予防注射

市では、次のとおり犬の登録と狂犬病予防注射を行います。
日程をご確認のうえ、都合の良い場所で受けてください。
なお、雨天の場合も実施します。
（どこの会場でも新規登録・予防注射ができます）

明　科　地　域
　問明科総合支所生活環境係 462・3001 ㈹

三　郷　地　域
　問三郷総合支所生活環境係 477・3111 ㈹

堀　金　地　域
　問堀金総合支所生活環境係 472・3106 ㈹

穂　高　地　域
　問穂高総合支所生活環境係 482・3131 ㈹

豊　科　地　域
　問豊科総合支所生活環境係 472・3111 ㈹

月　　　日 時　　　間 会　　　　　場

4月10日（火）

　９：００～ ９：２０ 熊倉 柳原道祖神前
　９：３０～１０：００ 熊倉公民館
１０：１０～１０：４0 アルプス区公民館
１０：５０～１１：００ 田沢 南原集会所
１１：１０～１１：２０ 田沢区公民館
１３：００～１３：２０ 光農業生活改善センター
１３：３０～１３：５０ 桜坂区公民館
１４：００～１４：１５ 大口沢公民館
１４：２５～１４：４５ 小瀬幅農業生活改善センター

12日（木）

9：００～ ９：３０ 新田公民館
9：４０～１０：１０ 豊科近代美術館駐車場

１０：２０～１０：５０ 寺所公民館
１１：００～１１：２０ 徳治郎公民館
１３：００～１３：２０ 踏入コミュニティセンター
１３：３０～１３：５０ 重柳公民館
１４：００～１４：２０ 殿村公民館
１４：３０～１４：５０ 細萱公民館

17日（火）

　９：００～ ９：２０ JR 梓橋駅前
　９：３０～１０：００ たつみ原区公民館
１０：１０～１０：３０ 飯田公民館
１０：４０～１１：００ 下飯田公民館
１１：１０～１１：３０ 中曽根公民館
１３：００～１３：３０ 真々部公民館
１３：４０～１４：００ 上鳥羽地域農業推進拠点施設
１４：１０～１４：３０ 下鳥羽地域構造改善センター

19日（木）

　９：００～ ９：２０ 豊科近代美術館駐車場
　９：３０～１０：００ 成相コミュニティセンター
１０：１０～１０：２５ 吉野 荒井お堂前
１０：３５～１０：５５ 本村公民館
１１：１０～１１：２０ 細萱公民館
１３：００～１３：２０ 重柳公民館
１３：３０～１３：５０ 踏入コミュニティセンター
１４：００～１４：２０ 野田集会所
１４：３０～１４：５０ アルプス区公民館

25日（水）

　９：００～ ９：２０ 新田公民館
　９：３０～ ９：５０ 成相コミュニティセンター
１０：００～１０：２０ 本村公民館
１０：３０～１０：５０ 吉野 荒井お堂前
１１：００～１１：２０ 寺所公民館
１３：００～１３：２０ たつみ原区公民館
１３：３０～１３：５０ 真々部公民館
１４：００～１４：２０ 上鳥羽地域農業推進拠点施設
１４：３０～１４：５０ 下鳥羽地域構造改善センター

月　　　日 時　　　間 会　　　　　場

4月 9日（月）

9：30 ～ 9：50 田多井公民館
10：00 ～ 10：15 田尻元稚蚕所西ごみ集積所前
10：25 ～ 10：40 旧小田多井公民館跡地
10：50 ～ 11：05 中堀神社東空地
11：15 ～ 11：30 下堀公民館
13：10 ～ 13：25 上堀地域構造改善センター
13：35 ～ 13：50 倉田構造改善センター

13日（金）

9：30 ～ 9：45 岩原公民館西側
9：55 ～ 10：10 扇町区構造改善センター

10：20 ～ 10：35 下堀公園ごみ集積所前
10：45 ～ 11：00 下堀田圃集会所
11：10 ～ 11：25 上堀南原集会所
13：10 ～ 13：25 田尻公民館
13：35 ～ 13：50 田多井元南部詰所

16日（月）

9：30 ～ 9：45 下堀公民館
9：55 ～ 10：10 岩原公民館西側

10：20 ～ 10：35 田多井公民館
10：45 ～ 11：05 堀金総合支所

月　　　日 時　　　間 会　　　　　場

4月23日（月）

9：30～ 9：40 上押野上手木戸バス停
9：45～ 9：55 上押野営農センター

10：00～10：10 押野集会施設
10：15～10：30 下押野集会センター
10：35～10：45 塩川原農業研修センター
10：50～11：00 荻原教員住宅横（資源ステーション）
11：05～11：15 荻原農村都市交流センター
11：25～11：35 中村農業生活改善センター
11：40～11：50 小泉農業研修センター
13：10～13：20 上生野公民館
13：25～13：35 明科北保育園駐車場
13：45～13：55 大足地区コミュニティー集会施設
14：05～14：15 水産試験場前

24日（火）

9：00～ 9：10 潮農業生活改善施設
9：20～ 9：30 山中農業研修センター
9：35～ 9：45 潮沢公民館
9：55～10：10 明科総合支所

10：20～10：30 せせらぎ駐車場南側
10：35～10：45 中耕地公民館
10：50～11：00 宮本公民館
11：05～11：15 北村集会所
11：20～11：30 中条集会センター
11：35～11：45 天神原農業生活改善施設

25日（水）

9：00～ 9：15 明科総合支所
9：25～ 9：35 明科北保育園駐車場
9：40～ 9：50 潮沢公民館

10：05～10：15 小泉農業研修センター
10：25～10：35 荻原農村都市交流センター
10：45～10：55 下押野集会センター
11：05～11：15 上押野営農センター
11：25～11：35 明科体育館北側駐車場
11：40～11：50 宮本公民館
11：55～12：05 北村集会所

月　　　日 時　　　間 会　　　　　場

4月12日（木）

9：00～ 9：30 一日市場公民館
9：40～10：10 JR 一日市場駅前

10：20～10：30 見岳町集会所
10：40～11：10 七日市場公民館
11：20～11：40 及木公民館
13：00～13：30 中萱公民館
13：40～14：00 東中萱集会所

19日（木）

9：00～ 9：20 住吉公民館
9：30～10：00 楡公民館

10：10～10：40 二木公民館
10：50～11：20 下長尾公民館

23日（月）

9：00～ 9：30 上長尾公民館
9：40～10：10 野澤公民館

10：20～10：40 室町公民館
10：50～11：10 東小倉第一集会所
11：20～11：40 東小倉公民館
13：00～13：20 南小倉公民館
13：30～14：00 北小倉公民館

25日（水）

9：00～ 9：30 三郷総合支所前駐車場
9：40～10：00 一日市場公民館

10：10～10：30 中萱公民館
10：45～11：05 小倉多目的研修センター
11：20～11：40 野澤公民館

月　　　日 時　　　間 会　　　　　場

4月12日（木）

9：30～ 9：50 等々力会館
10：00～10：20 三枚橋公園
10：30～10：50 白金公民館
11：00～11：20 矢原公民館
11：30～11：50 宮島電器隣ごみステーション
13：20～13：50 柏原会館
14：00～14：30 JA 西穂高支所
14：40～15：00 久保田公民館

13日（金）

9：20～ 9：40 狐島公民館
9：50～10：10 青木花見公民館

10：20～10：40 島新田会館
10：50～11：10 立足会館
11：20～11：40 古厩会館
13：20～13：50 新屋公民館
14：00～14：20 北矢村集会所
14：30～14：50 宮城会館

17日（火）

9：30～10：00 等々力町公民館
10：10～10：40 本郷公会堂
10：50～11：10 西原公民館
11：20～11：40 田中公民館
13：10～13：30 上原公民館
13：40～14：00 塚原公民館
14：10～14：40 牧公民館

18日（水）

9：30～10：00 勤労者福祉センター
10：10～10：30 橋爪公民館
10：40～11：00 耳塚公民館
11：10～11：30 嵩下公民館
13：10～13：30 小岩岳公民館
13：40～14：00 豊里公民館
14：10～14：30 富田公民館

22日（日）

9：30～10：00 穂高総合支所前
10：10～10：30 柏原会館
10：40～11：00 久保田公民館
11：10～11：30 上原公民館
13：10～13：30 新屋公民館
13：40～14：00 立足会館
14：10～14：30 青木花見公民館

28日（土）

9：30～ 9：45 JA 西穂高支所
10：00～10：15 牧公民館
10：30～10：45 ビフ穂高北スポーツ公園
11：00～11：15 古厩会館
11：30～11：45 穂高総合支所前

マナーを守って適正な飼育を！

楽しい散歩の時間も周囲へ配慮を忘れずに
◎犬を放すのは危険です。必ずつなぎましょう。
◎フンは必ず持ち帰り、可燃ごみで処理しましょう。
◎首輪に「鑑札」「狂犬病予防注射済票」を付けましょう。

忘れずに
連れて行ってね！
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昨
年
の
5
月
か
ら
11
回
シ
リ
ー
ズ

で
糖
尿
病
に
つ
い
て
市
の
実
態
を
交
え

な
が
ら
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。「
で
は
、

私
た
ち
は
ど
ん
な
生
活
を
す
れ
ば
糖
尿

病
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
？
」

と
い
う
疑
問
を
持
っ
た
人
も
大
勢
い
た

と
思
い
ま
す
。
2
型
糖
尿
病
に
な
ら
な

い
た
め
に
は
、
血
糖
を
下
げ
る
ホ
ル
モ

ン
の
「
イ
ン
ス
リ
ン
」
を
節
約
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
少
し
の
イ
ン
ス

リ
ン
が
効
率
よ
く
働
く
こ
と
が
で
き
た

ら
、イ
ン
ス
リ
ン
を
分
泌
し
て
い
る「
す

い
臓
」
が
80
歳
、
90
歳
に
な
っ
て
も
元

気
で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
4
月
か
ら
は
糖
尿
病
予
防
に

つ
な
が
る
「
イ
ン
ス
リ
ン
節
約
生
活
」

に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

　
（
81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

昨年行われた市国保特定健康診査の
結果で、約 3 割の人が糖尿病予備群
であることが分かりました。糖尿病
の原因や検査方法などについて、全
11 回に渡りシリーズで説明します。

シリーズ 最終回

表とグラフで知る私たちの健康

定
時
定
路
線
の
穂
高
明
科
線
お
よ
び
豊

科
田
沢
線
の
運
行
ダ
イ
ヤ
が
、
4
月
1
日

か
ら
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。
特

に
、
穂
高
明
科
線
の
運
行
時
間
を
変
更
し

た
こ
と
で
、
通
勤
・
通
学
に
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

「
あ
づ
み
ん
」
は
、
平
成
19
年
9
月
の

運
行
開
始
以
来
、
延
べ
30
万
人
以
上
の
皆

さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
あ

づ
み
ん
」
は
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま

に
愛
さ
れ
続
け
る
公
共
交
通
を
目
指
し
て

走
り
続
け
ま
す
。

問
県
安
曇
野
庁
舎
内
企
画
政
策
課

企
画
担
当

（
71･

２
０
０
０
㈹ 

71･

５
０
０
０
）

定時定路線 新運行ダイヤ（4 月 1 日から）

経路 時間
駐車場 ６：３８ ７：３８ １７：２０ １８：１０ １９：０７
穂高駅前 ６：４０ ７：４０ １７：２２ １８：１２ １９：０９
穂高病院前 ６：４２ ７：４２ １７：２４ １８：１４ １９：１１
安曇野髙橋節郎記念美術館口 ６：４４ ７：４５ １７：２７ １８：１７ １９：１４
押野 ６：４７ ７：４８ １７：３０ １８：２０ １９：１７
塔ノ原 ６：４９ ７：５０ １７：３２ １８：２２ １９：１９
明科駅前 ６：５４ ７：５６ １７：３８ １８：２６ １９：２５
明科駅前 ６：５６ ７：５８ １７：５２ １８：３３ １９：３５
塔ノ原 ６：５９ ８：００ １７：５４ １８：３５ １９：３７
押野 ７：０１ ８：０３ １７：５７ １８：３８ １９：４０
安曇野髙橋節郎記念美術館口 ７：０３ ８：０５ １７：５９ １８：４０ １９：４２
穂高病院前 ７：０７ ８：０９ １８：０３ １８：４４ １９：４６
穂高駅前 ７：１０ ８：１２ １８：０６ １８：４７ １９：４９
駐車場 ７：１３ ８：１５ １８：０８ １８：４９ １９：５１

経路 時間
駐車場 ７：１８ １７：２０ １８：２８
安曇野市役所前 ７：１９ １７：２２ １８：２９
豊科駅前 ７：２０ １７：２３ １８：３０
安曇野赤十字病院前 ７：２１ １７：２７ １８：３２
スワンガーデン前 　７：２３ １７：２９ １８：３４
豊科インター東 　７：２５ １７：３１ １８：３６
田沢駅前 　７：２８ １７：３３ １８：４０
田沢駅前 　７：５７ １７：５０ ―
豊科インター東 　７：５９ １７：５２ ―
スワンガーデン前 　８：０１ １７：５４ ―
安曇野赤十字病院前 　８：０３ １７：５６ ―
豊科駅前 　８：０５ １７：５８ ―
安曇野市役所前 　８：０６ １７：５９ ―
駐車場 　８：０８ １８：００ ―

穂高駅 ⇔ 明科駅路線

豊科駅 ⇔ 田沢駅路線

安
曇
野
市
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
あ
づ
み
ん
」

定
時
定
路
線
の
運
行
ダ
イ
ヤ
が
変
わ
り
ま
す
。

予約受付センター

71･1233

１．歩行・横断中の交通事故防止
夕暮れ時から夜間にかけて、自宅近くでの

歩行・横断中の事故が多く発生しています。
夜光反射材・自発光材で自分の身を守りま
しょう。また、横断中も気を抜かず、常に
通行車両に注意して渡りましょう。行きが
けよりも「帰りがけ」が要注意です。

 ４．飲酒運転の根絶
飲酒運転に伴う事故が、再び増加してい

ます。飲酒運転をした人だけではなく、「お
酒を提供した人」「車を提供した人」「同乗
した人」も厳しく処罰されます。ハンドル
キーパー運動を推進しましょう。

３．全ての座席のシートベルトと
　　 チャイルドシートの正しい着用

シートベルト非着用者の致死率は着用者の
約 18 倍以上です。また、後部席同乗者の約
６割、幼児の約４割以上がチャイルドシート非
着用という結果でした。シートベルトは全ての
座席で正しく着用しましょう。

２．自転車の安全利用の推進
自転車も車両の仲間です。次の５則を守って安

全に運転しましょう。①自転車は車道が原則、歩道
は例外　②車道は左側を通行　③歩道は歩行者優
先で、車道寄りを徐行　④安全ルールを守る（飲酒
運転・二人乗り・並進の禁止・夜間はライトを点灯・

交差点での信号遵守と一時停止・安全確認）　
⑤子どもはヘルメットを着用事故防止

４つの重点
ポイント

問安曇野市交通安全推進協議会　穂生活環境課交通防犯係（482･3131 ㈹ 682･6622）

４
月
６
日
（
金
）
と
10
日
（
火
）
は

県
下
一
斉
街
頭
活
動
日
で
す
。

市
内
で
も
期
間
中
、
主
要
な
交
差
点
な

ど
で
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

信濃路は　ゆとりの笑顔と　ゆずりあい
春の全国交通安全運動　４月６日（金）～ 15 日（日）

運動の基本は「子どもと高齢者の交通事故防止」です。思いやりをもって子どもと高齢者を交通事故から守りま
しょう！また、交通事故防止の基本は安全確認！合言葉は、「みぎ、ひだり、みぎ！」。新入学にあわせて正しい交
通ルールを身につけましょう！

イ
ン
ス
リ
ン
を
節
約
し
よ
う

インスリンの製造工場
たとえて言えば、すい臓は、発注があれば「インスリン」をたくさん作って出荷する工場といえます。夜中でも注文（血

糖があがる）があれば「インスリン」を出荷します。でも大口注文（血糖が急上昇）や夜勤（夜遅くに食べる）が続くと、
すい臓工場の工員（すい臓の細胞）も疲れてしまい、インスリンを出荷するのが遅くなってきます。最終的にはだんだ
んインスリンを作ることができなくなってしまいます。

材料（4 人分）
りんご 	 75㌘
玉ねぎ 	 75㌘
　 バター 	 120㌘
　 卵 	 2 個
　 砂糖 	 100㌘

　 小麦粉 	 100㌘
　 ベーキングパウダー	 小さじ１
　 シナモンパウダー 	 少々
[ソース]
りんご・人参・レモン汁 	 適宜
水 	  少々

①：りんご、玉ねぎを適当の大きさに切ってミキサー
で細かくする。

②：Ａのバター、卵、砂糖を泡だて器でよく混ぜ合わ
せたものに、さらに①を入れて混ぜ合わせる。

③：合わせて振るったＢを②に加え、切るように混
ぜ、パウンド型に入れ 180℃のオーブンで 35 分
ぐらい焼く。

④：りんごと人参、レモン汁、水少々をミキサーに
かけ、ソースを作り、焼きあがったケーキに少し
かければ完成。

問健健康推進課保健予防担当
　（481･0726 681･0703）

作り方

「たべたくん」をたべちゃう！レシピ ⑤

市食育推進会議では、食育推進キャラク
ター「たべたくん」のご飯の上に載った
特産５品目を使用したレシピを募集しま
した。食事部門、スイーツ部門の入賞作
品のレシピをシリーズでご紹介します。

《所要時間 40 分》

「食」ではぐくむ健康で豊かな人づくり

スイ―ツ部門 最優秀賞

りんごと玉ねぎを使ったバターケーキ

紹介者　太田 奏
かなで

さん（明南小６年）

ソースをかけて食べたら、
また、いろんな野菜の味がして
なかなかおいしい。

�
�
�
�
A

�
�
�
�
B

すい臓
（インスリン工場）

「がんばります！」 「休みがないよ」 「疲れてインスリンが作れない…」

血糖が急増しました。至急、インスリン
をたくさん送ってください。 夜中ですけど、血糖値があがったので、

インスリンをお願いします。

副交感神経
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4 月の予定

12日（木）　時 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分
場穂高総合支所　大会議室
予約・問  総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5155）
※予約受付･･･4 月 5 日（木）9：00 ～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）
※係争中の事案についての相談はお受けできません。

11日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは以下のページへアクセスを。
　www.pref.nagano.lg.jp/syoukou/roko/mailsoudan.htm

20日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）

各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

母乳・育児相談 ※母乳相談は 　時 9:30 ～ 11:00

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。 介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

弁護士会による無料法律相談  

毎週月～土曜日　※30日を除く 　

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）

17日（火）問場豊科公民館教育相談室（℡72-2238・FAX62-5721）

毎週月～金曜日　※30日を除く　

場問教育指導室（明科総合支所舎2階）（℡62-3521・FAX62-5721）

教育全般（不登校・ひきこもり・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

親の会	 時 13:00 ～ 15:00

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15

精神科医による精神保健相談 	 時 14:00 ～

自殺関連相談 こころの相談統一ダイヤル	 時 9:30 ～ 16:00

 あづみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

精神科医による依存症相談 	 時 14:00 ～

精神保健福祉相談  ※来所は 	 時 8:30 ～ 17:15

９日（月）・★ 23日（月）　時 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）
10日（火）・★ 24日（火）　時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
11日（水）・★ 25日（水）　時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
12日（木）・★ 26日（木）　時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
13日（金）・★ 27日（金）　時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

毎週月・木曜日（第5・祝日を除く）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

６日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

平日　場問県精神保健福祉センター（専用℡0570-064556）

平日　場問県精神保健福祉センター（℡026-227-1810）

毎週水曜日　※ 4・18 日は家族会　場豊科公民館
問健康推進課保健予防担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　（℡72-9986・FAX72-9044）
場問南部地域包括支援センター（三郷総合支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

平日　時 8：30 ～ 17：00  
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

場問消費生活センター（穂高総合支所１階）
　　（℡82-3131・FAX82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

4 月の休日当番医 （変更になる場合があります。ご利用前に医療情報案内（70120-890-423）でご確認ください。）

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

10日㈫･24日㈫ 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
11日㈬･25日㈬ 場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
12日㈭･26日㈭ 場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
17日㈫  場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
19日㈭･15日㈭ 場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※豊科・穂高地域の児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

April

手づくりおやつ　～さくら餅作り～ 12日（木） 10：00 ～ 12：00
要予約 100円  ※幼児親子 30組

育児相談・身体測定日 24日（火） 10：30 ～ 12：00
※相談員：荒深たつ子さん／自由測定

こいのぼり運動会 25日（水） 10：00 ～ 11：30
要予約 　※幼児親子 30 組　参加費なし

チャレンジクラブ ～子ども会議～ 28日（土） 10：30 ～ 12：00
※小学生自由参加

おはなしどりぃむ（読み聞かせ）　 18日（水） 11：00 ～ 11：20

身体測定 ※自由測定 ３日（火） 10：00 ～ 12：00
子育て相談日　 ３日（火） 10：00 ～ 12：00
※講師：荒深たつ子先生

蓬団子作り 13日（金） 10：15 ～ 11：30
要予約 100円  ※親子 20組

おはなしどりぃむ 9日（月） 11：20 ～ 11：40
（読み聞かせボランティア）

子育て広場 13日（金） 10：00 ～ 12：00

　おひさま農園 ※登録制

開園式 ７日（土） 10：00 ～ 11：00
植え付け、種まき 28日（土） 9：30 ～ 10：30

みんななかよし ※登録児対象　

さくらんぼ（0歳）…24日（火）／いちご（1歳）…25日（水）／
りんご（2・3歳）…26日（木）

おはなしいっぱい 時11：00～11：30

あずみのあのねの会…9 日（月）／スマイル…20 日（金）

ひまわりの日　なかよしゲーム 25日（水） 15：45 ～ 16：30
※小学生対象

ひまわりっ子クラブ　※登録児対象　

※内容：ひまわりっ子はじまるよ！

0歳…24日（火）／1歳…・25日（水）／2・3歳…26日（木）

おはなしワクワク ※参加自由 19日（木） 10：30 ～ 11：30

親子ふれあい広場　※登録児対象　

0歳…24日（火）／1歳…25日（水）／2・3歳…26日（木）

ママキッズビクス 12日（木） 10：15 ～ 11：00
	 ※講師：佐藤貴子先生・遠藤正美先生　持ち物：託児でおんぶ紐が必要な方は持参

育児相談 ※どんな相談にも応じます。12日（木） 11：00 ～ 12：00
こいのぼり 23日（月） 10：30 ～ 11：30
飛行機とばし 28日（土） 10：30 ～ 11：30
おはなしムーン　 　　  4・11日（水） 11：00 ～ 11：20

（読み聞かせボランティア）

春を楽しむリズムあそび 13日（金） 10：30 ～ 11：30
育児相談 17日（火） 11：00 ～ 12：00
ママキッズ・ビクス 19日（木） 10：15 ～ 11：00
よもぎだんご 21日（土） 10：00 ～ 11：00
要申込み 乳幼児親子で150円　小学生100円  講師：豊科農村女性学習会

どっしりバナナケーキ 27日（金） 10：30 ～ 11：30
要申込み 親子で100円  講師：食生活推進協議会

絵本・紙芝居の読み聞かせ 毎週火曜日 10：30 ～ 11：00
おはなしムーン（第1・3）コロボックル（第2・4）

マタニティーヨガ教室 9日（月） 10：00 ～ 11：30
要予約  ※ 20組程度　講師：ピジョンヨガ中級インストラクター　島岡多恵子先生

身体測定日 ※自由測定 13日（金） 10：00 ～ 12：00
育児相談 13日（金） 10：30 ～ 12：00
※相談員：児童相談員　個別予約も可能

おはなしどりぃむ（読み聞かせ） 27日（金） 11：20 ～
わらべ唄・手遊び　   2・16・23日（月） 11：10 ～ 11：30
※内山房子先生

８日㈰場問豊科老人福祉センター	 （℡73-7143・FAX73-7147）
15日㈰場問穂高地域福祉センター	 （℡82-2940・FAX82-9621）
22日㈰場問三郷福祉センター	 （℡77-8080・FAX77-8081）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

キッズ＆マミーリユース広場 17日（火） 11：00 ～ 11：30
育児相談 & おはなし会 13日（金） 10：30 ～ 12：00
※小川原相談員

チャレンジクラブ ～よもぎ団子作り～ 21日（土） 10：30 ～ 12：00
要予約 100円  ※小学生以上対象

いっしょにあそぼう　時11：00～11：30

紙とんぼ作り ６日（金） 11：00 ～ 11：30
春さがし ９日（月） 11：00 ～ 11：30
リズム遊び 16日（月） 11：00 ～ 11：30
よもぎ団子作り 要予約 100 円 20日（金） 10：30 ～ 12：00
こいのぼり作り 27日（金） 11：00 ～ 11：30

1日（日） 8日（日） 15日（日） 22日（日） 29日（日） 30日（月・祝）
や ざ き 診 療 所

62-2360［明科］
飯 田 医 院

83-5061［穂高］
小 田 切 医 院

83-6025［穂高］
塔 の 原 内 川 医 院

81-2121［明科］
平 林 医 院

62-2227［明科］
伊 藤 医 院

62-2051［明科］

信濃内科循環器科医院
82-7722［穂高］

楢 本 内 科 医 院
73-0616［豊科］

高 橋 医 院
82-2561［穂高］

神 谷 小 児 科 医 院
72-5162［豊科］

根 津 内 科 医 院
82-8382［穂高］

柏 原 ク リ ニ ッ ク
82-7222［穂高］

池 田 医 院
77-2055［三郷］

木 暮 医 院
77-2119［三郷］

こばやし内科クリニック
71-1117［豊科］

こうの内科循環器科
71-5881［豊科］

土 屋 ク リ ニ ッ ク
71-1811［豊科］

白 木 医 院
77-2134［三郷］

布 山 歯 科 医 院
77-6388［三郷］

山本歯科クリニック
84-0004［穂高］

中 島 歯 科 医 院
73-5701［豊科］

よ こ さ わ 歯 科 医 院
82-2121［穂高］

林 歯 科 医 院
62-2403［明科］

ち か ぞ え 歯 科 医 院
88-7770［豊科］

親子サークル「おひさまくらぶ」の募集
①対 象 者　市内在住の未就園児親子
②人　　数　りす組 30 組位（6 ヶ月以上～ひとり歩き前の乳児）
　　　　　　うさぎ組 40 組位（りす組以外の幼児）
③受付期間　4 月 5 日（木）～ 13 日（金）
　（10 時から 17 時に高家児童館へ直接申し込んでください。）
④活動期間　5 月～ 2 月まで毎月 1 回

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  
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人口	 99,355人（	－10）

	 男	 48,195人（	－11）

	 女	 51,160人（	 ＋1）

世帯	 37,399世帯（	 ＋3）

環境に優しい大豆油インクを使用しています。
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上級救命講習
（８時間講習）

6 月 30 日（土） 明科消防署 462・2992
8 月 26 日（日） 梓川消防署 478・2090

12 月 1 日（土） 穂高消防署 482・3262

普通救命講習
（３時間講習）

5 月 13 日（日） 豊科消防署 472・3145
10 月 14 日（日） 麻績消防署 467・2992
11 月 10 日（土） 安曇出張所 494・2662

●平成 24 年度講習会予定

※日程・会場が変更する場合があります。
※他の消防署・出張所の開催日などはお問い合わせください。

講習会では、心肺蘇生法のほか AED（自動体外式除細動器）
の使用法を学びます。
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応急手当講習会は、松本広域消防局各消防署・
出張所で受講できます。また、自主防災会な
ど団体の受講も随時受け付けています。

問松本広域消防局 警防課 425・1699
　または最寄りの消防署へ


